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「世界を変える行動人」

「参加者の基盤を広げる」

・ロータリーの新しい経路を創り出す

・ロータリーの開放性とアピール力を高める

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ロータリーの活動の原点はクラブの活動であり、クラブの実践活動を地域社会とのかかわり合いを深めながら中核的価値観のもと自主的に積極的な奉仕活動を推進する。ロータリーとは単なる心構えのことをいうのではなく、また、ロータリーの哲学も単に主観的なものであってはならず、それを客観的な行動に表さなければならない。そして、ロータリアン個人もロータリークラブも、奉仕の理念を実践に移さなければならない。2019～20年度から新しい戦略計画が導入・実施されました。その４つの優先項目の１つが「参加者の基盤を広げる」です。



奉仕のパートナーRCC
（ロータリー地域社会共同隊）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その意味で、1999年より現在の奉仕のプログラムの1つとしてとしてRIで正式に認められているRCC（地域社会共同隊）を紹介させていただきます。我が2780地区には前例がありませんが、ロータリアンの皆様には是非知っていただきたい。RIではロータリー地域社会共同隊（RCC)を提唱するよう奨励しています。また、RIの標準定款を採用されているクラブの定款には、RCCとはありませんが、定款第12条第「出席」にロータリー地域社会共同隊の用語は出ています。2019年の地区大会プログラム案内には国際ロータリーの現況報告として、世界で10579隊のRCCがあり日本では49隊RCCがあると記載されています。



RCC（ロータリー地域社会共同隊）
Rotary Community  Corps

日本のRCC数 ４９隊（２０１９年７月１日現在）

我が２７８０地区には提唱クラブはありません

地元のニーズに応えるために、ロータリークラブ
と協力して活動する人たちのグループです

・子供たちの貧困・児童虐待問題

・地域の伝統文化を守る活動

・環境保全

・地域の観光・産業の育成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
RCC（ロータリー地域社会共同隊）とはロータリー・コミュニティー・コアの頭文字です。地域には子供たちの貧困・虐待に熱心に取り組んでいる人たちがいます。また、そこに伝わる文化・芸能などを守る地道な活動をされている人たちがいます。環境保全は未来に綺麗な地球、きれいなふるさとを残すことは、現在に生きる人間の義務です。地域を豊かににするために、新しい観光・産業の育成が求められます。RCCとはこれら地域社会の抱えている問題を解決、解消するために、ロータリークラブが提唱し、奉仕の熱意を持った人々を組織し、活動してもらう「タスクフォース」です。



RCC奉仕プログラム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ロータリークラブの様々な奉仕部門とロータリアン以外の人々が行う奉仕活動とのつながりのイメージ図



◆開設のハードルは低いが、継続が困難。

◆場所・資金・ボランティア・食材の確保。

◆食物アレルギー対策・衛生管理。

◆子ども同士の事故などへの保険加入。

◆支援を本当に必要としているお子さんや保護者への

情報提供。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、日本では「子供の貧困の連鎖」が問題になっています。NPO法人　先生　レストラン経営者　お寺さん・・・居場所作り・学校でも居場所がない　家庭に帰ってもぐちゃぐちゃ　穏やかで落ち着ける場所がないお子さんたちの居場所として、各地に「子供食堂」が設けられています。子どものための食堂ではなく、地域の交流拠点として成り立っています。学習支援にとりくんでいる運営者さんも多い。あるデータで、東大生の親の６２，７％が年収９５０万以上です。今、裕福と言われている日本で子供の７人に１人が貧困家庭といわれています。教育環境を通じて「貧困の連鎖」が大きな社会問題になっています。今　各地で「子供食堂」やボランティアによる学習塾などが盛んですが、行政の力だけでは運営することは不可能です。多くの課題をかかえています。			



あいち子供食堂ネットワーク
名古屋名東RC RCC活動

●貧困家庭や孤食のお子さんに、無料や安価で、

食事を提供する。

●お子さんに限らず、親子連れ、お年寄りも利用可能。

●安心して過ごせる居場所作り。

●教育格差問題への取り組み。

「貧困の連鎖からの脱出」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
RCC（ロータリー地域社会共同隊）活動の事例を紹介します。２０１７年６月に名古屋名東RCは「あいち子供食堂ネットワーク」RCCを提唱しました。ホームページで広報活動やコメ、魚、肉、本、ボランティア、寄付金など様々受け付けています。NPO等がまとまることで、行政など各機関との連携も容易くなります。ネットワークを通じて米、野菜、肉、業務用冷凍庫、寄付金を集めることで単体の「子ども食堂」の運営が持続できる助けになりました。「貧困の連鎖からの脱出」には、「子供たちの為のより良い環境づくり」が必要で、名古屋名東RC提唱のこのRCCは、地域社会の大きな力になっています。



愛知県内 子ども食堂マップ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
愛知県内の子ども食堂マップです。右上は名古屋市内です。現在　県内70か所以上で活動し、素晴らしい成果を挙げています。



ロータリーの目的
１．知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること

２．職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべ
て価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会として
ロータリアン各自の職業を高潔なものにすること

３．ロータリアン一人一人が個人として、また事業および
社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること

４．奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワ
ークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること

9

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。そして、具体的には第2において、職業奉仕について触れられています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
① 次に「ロータリーの職業奉仕」が、どのようにして育ったのか、 「ロータリーの樹」に例えて歴史的背景を踏まえながらご説明いたします。②1905年のロータリー設立時には、 “親睦と助け合い”だけでスタートしました。　この親睦と助け合いが水の役割になって、この「ロータリーの樹」の根っこに水と栄養を送ったのが「クラブ奉仕」です。③そして、ロータリアンは、「ロータリーの目的」を基本として「ロータリアンの行動規範」や「四つのテスト」による奉仕活動の実際を経験することによって、“ロータリアンの人づくり”が行われ、「奉仕の理念」を学ぶのです。④そもそも、ロータリーの基盤には、「超我の奉仕」という哲学と、「最もよく奉仕する者 最も多く報いられる」という職業奉仕思想である、2つの基本理念が存在します。⑤やがてロータリーの「幹」が年々成長していってロータリーの誕生から１０年後に、ようやく「職業奉仕」という考え方が生まれました。⑥それによって、幹の先には枝が伸び果実を実らせ、 「社会奉仕」に広がり、更に枝を伸ばして「国際奉仕」に成長し、次世代を育てようと「青少年奉仕」にも広がり・・・今や五大奉仕へと成長しました。この「ロータリーの樹」では六つの重点的人道的奉仕も表現しています。右上の余白部分にはいずれ「環境保全」のマークが入り、７大奉仕になると予想されます。皆さん、是非この図表を常にイメージして下さい。　



言行はこれに照らしてから

1）真実かどうか
2）みんなに公平か
3）好意と友情を深めるか
4）みんなのためになるか

どうか

「四つのテスト」THE 
FOUR WAY TEST

1954-55年度 R I 会長 ハーバート
Ｊ．テイラー

●職場や生活のあらゆる場面で、
倫理的行動 を実践するための指
針にしましょう!!

図6

1932年破産寸前のア

ルミニウム会社の再
建を引き受けた時、こ
れを経営方針とし、見
事に会社を立て直し
ました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、皆さんお馴染みの四つのテストです。・・・読み上げ・・・この四つのテストは、職場や生活のあらゆる場面で、倫理的行動を実践するための指針になります。この四つのテストは、ハーバートJテイラーさんが考案したもので、1932年に破産寸前のアルミニューム会社の立て直しを引き受けた時に、この四つのテストを考案し、これを経営再建のための行動指針として実行し、見事に倒産寸前の会社を立て直したそうです。テイラーは、ロータリーの創立50周年記念にあたる1954－55年度、ＲＩ会長に就いた時、四つのテストの著作権をＲＩに移譲しています。このテストは、今日では職業奉仕のみならず。奉仕部門のすべてにおける不可欠の要素として認識されています。



より良い社会・国際奉仕活動

１、地域社会の奉仕ニーズを的確に捉える

２、できるだけ多くの会員の理解を得る

３、参加者を多く募り、汗を流す活動をする

４、結果を検証する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ロータリーは奉仕団体です。クラブ会員の大切なお金や、地区の補助金を使って奉仕活動するのであれば、「より良い奉仕活動」をしましょう。そのためにはプロセスが大切です。ロータリアンがこれをやったらいいのではでは失敗します。地域の声を聞くことが重要です。また、一部の会員の理解だけではPJが長続きしません。クラブの活性化にも繋がりません。一緒に汗を流すことで会員に一体感が生まれます。そして、結果を検証することで次のクラブの活性化、奉仕活動につながります。



「1クラブ1プロジェクト」の
継続とプロジェクト支援

Rotary Opens Opportunities
2020～21年度奉仕プロジェクト委員会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2020～21年度２７８０地区久保田　英男ガバナーは「１クラブ１プロジェクト」の継続とプロジェクト支援を提唱されました。実現可能な目標を立て、小さな成功体験を積み重ねることで、クラブ、及びロータリアンに充実感をあじわっていただきたいとの考えです。次年度各クラブにおかれましては、「1クラブ1奉仕プロジェクト」を継続して、積極的に奉仕活動されることをよろしくお願いいたします。なお、ＲＣＣについては、RIの奉仕プログラムの１つとして、RCC（ロータリー地域社会共同隊）があることをまず、皆様に知っていただければ幸いです。わが2780地区には前例がありません。興味を持たれたクラブ会員の方はぜひ調べてみて下さい。また、地区奉仕PJ委員会も協力させていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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